
トリビーは、味方全体の火力を底上げしながら編成の行動順を整える量子・調和のサポーターです。評価を安定

させる鍵は、速度を一律に高くすることではなく、主力アタッカーと耐久役の行動順、必殺技の再使用間隔、戦

闘コンテンツのラウンド数に合わせて低速型と高速型を選び分けることにあります。

最初に決めるのは編成内の役割

トリビーを組み込む前に、主力が追加攻撃、範囲攻撃、必殺技回転のどこでダメージを伸ばすのかを確認しま

す。トリビー自身の速度だけを先に決めると、支援効果が必要な瞬間と行動がずれ、SPや必殺技のタイミング

を崩しやすくなります。まずは主力の初動、耐久役の回復・防御行動、デバフ役の付与順を一巡分書き出すと調

整しやすくなります。

低速型と高速型の判断基準

低速型は、支援効果の持続と自身の火力を重視し、主力の行動後に安定して更新する設計です。速度サブステー

タスを無理に追わず、会心系やHPなど必要な能力へ配分しやすい利点があります。一方、高速型は初動を早

め、短いラウンドでスキルや必殺技を回したい場合に向きます。ただし、速度を上げすぎるとSP消費が先行す

るため、通常攻撃を挟む区間まで含めて計画します。

実戦では「速いほど強い」ではなく、「必要な支援を主力の攻撃前に置けるか」で判断します。速度靴へ替えた

後は、模擬戦で最初の二巡を確認し、必殺技が余る、SPが不足する、耐久行動が遅れるといった問題がないか

を見ます。

遺物とオーナメントの選び方

遺物はセット効果よりも、速度調整に必要なメイン・サブステータスを優先します。速度目標に届いている場合

は、HP、防御、効果抵抗などの安定性を確保し、トリビーが途中で倒れない構成にします。オーナメントは編

成全体へ与える効果と発動条件を確認し、条件達成のために不自然な速度や属性編成へ寄せないことが大切で

す。

光円錐は回転率と編成価値で比較

光円錐は、必殺技の回転、味方への火力支援、自身の耐久のどれを補うかで選びます。高レアの光円錐でも、編

成のSPや行動順と噛み合わなければ実戦価値は下がります。代用候補を比較する際は、同じ敵・同じ行動順で

二巡分を試し、必殺技の発動回数と主力の総ダメージを記録すると判断しやすくなります。

編成例を作る手順

1. 主力アタッカーの攻撃タイミングと必要な支援を決めます。

2. トリビーの速度を低速型または高速型のどちらかに仮設定します。

3. 耐久役と補助役を加え、最初の二巡でSPが不足しないか確認します。

4. 必殺技を温存せず使った場合の回転と、ボス戦での再使用タイミングを比較します。

5. 最後に遺物サブステータスを更新し、速度を1単位ずつ調整します。

育成素材を無駄にしない確認順



キャラクターレベル、光円錐レベル、重要な軌跡を先に整え、役割が成立してから遺物厳選へ進みます。速度調

整のためだけに未強化遺物を大量に育てるより、候補を数点に絞り、実戦で行動順を確認してから最大強化する

方が効率的です。詳しい育成基準を確認する際は、 トリビーのパーティ調整 調整の要点 を参照し、手持ちと現

在の編成に合う数値へ置き換えてください。

最終チェック

トリビーの支援が主力の重要な攻撃前に有効になっているか。

高速化によってSP不足や耐久役の遅れが起きていないか。

遺物セットより必要ステータスと行動順を優先できているか。

光円錐の効果を同条件の模擬戦で比較したか。

二編成コンテンツでも装備や支援役を無理なく分配できるか。

トリビーは、数値だけでなく編成全体の順序を整えた時に真価を発揮します。低速型と高速型のどちらを選ぶ場

合も、固定された正解を追うのではなく、主力の攻撃周期とSP収支を基準に調整することが、長く使える育成

につながります。

https://manabuy.com/ja/blog/honkai-star-rail/hsr-tribbie-build-speed-team-guide

